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１ 発生日時 

11 月○○日 午後１時○○分 

 

２ 概要 

屋外作業中の家人が，連動型住宅用火災警報器の鳴動を聞きつけ台所に

入ったところ，「ほかの部屋で火事です」とアナウンスされていたため，同

型器が設置されている２階居室を確認したところ，エアコン周辺が燃えて

いるのを発見。 

発見者は衣類で叩き消しを試みるも効果がなかったため，駆けつけた付

近民と共に，風呂の水をバケツで 10 杯程度かけ，初期消火を成功させた。 

なお，通報は，火災により割れた窓ガラスの音から火災に気付いた付近

民により行われた。 

これらの出来事により，本件は，床面積にして 1 ㎡の焼損で消し止めら

れた火災となった。 
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